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*「もっす」通信をご

覧頂きましてありがと

うございます。

お困りごとや市政への

要望 。意見などがござ

いましたら、お気軽に

お寄せください。

春の暖かさとは真逆に各種商品の値上ラツシュや物価高で家
計は一層厳しくなつていますね。今回の「もつす」通信は、
12月 定例会で私が一般質問した内容と3月定例会で会派代表
質問を行つた内容の一端を掲載致しました。

【12月一般質問をビックアップ】
*市政運営について
。物価高騰に対する支援策
。みどりの食料システム法施行にともなう課題、問題点
。農政の実態と展望
。市街化調整区域の今後の振興と地域環境保持
・民間保育施設等の保育士の処遇改善の実態
・部活の地域移行への課題

【3月会派代表質問をビックアップ】
。新型コロナウイルス感染症が5類となつた場合の市の医療体制
。今後の市道や歩道への融雪装置の整備方針
。ニューヨークタイムズ紙「2023年に行くべき52か所」掲
載で盛岡市の選定報道への対応とインバウンド観光への多言語

対応整備
。公共交通事業者に対する県と同調した更なる支援策
・農畜産業への肥料、配合飼料高騰への更なる支援策
・賃上げに向けた中小零細企業への支援策
。指定管理者への一般管理費の増額と公契約条例独自制定の考え
。東京で開催した盛岡広域企業立地セミナーでの首都圏企業の反応
。行政DX取り組み状況と今後の行程
。いわて盛岡ボールバーク活用と地域経済喚起
・民間保育園の閉鎖等が出た場合の公立保育所存続の考え
。会計年度任用職員の待遇改善
。上下水道事業におけるDX推進と水源涵養林の周知策
*教育行政について
。卒業式や入学式でのマスク対応方針
。インクルーシブ教育の方針と教育活動
。いじめ行為で警察に相談が必要と判断する基準
・スマートフォン以外の機器利用対策とメタバースヘの対応と

教育方針
。学校給食を通じた環境への配慮や持続可能な食育の実施
。生涯学習の推進での夜間中学の設置の考え

この 議 員 活 動 報 告

「もっす」通信の作成

や印刷等に関する経費

は、政務活動費を充当

させていただいており

ます。



指定以外の医療機関で診察・診療が可能になるのでしょうか。また、医療体制について

の医師会との連携についてどう取り組んでいかれるのか伺います。

回答 :「入院や外来の取り扱いについては、原則として、インフルエンザなど他の疾病

と同様となることから、幅広い医療機関で新型コロナウイルス感染症の患者が受診できる

医療体制に向けて、必要となる感染対策や準備を請じつつ国民の安心を確保しながら段階

的な移行を目指す」こととしており、今後、国から示される具体的な方針に伴い、課題を

検討しながら、幅広い医療機関による医療体制に移行できるよう県及び医師会と連携して

進めてまいります。

今後、冬期間の安全確保の観点から市道や歩道への融雪装置の設置区間を計画的に延長

整備していくべきと考えますが、今後の整備方針に関して伺います。

回答 :車道については雪寒道路指定を受けている路線の内、交通

量が多い交差点部に取り付く危険な坂道、歩道においては、中心市

街地における歩行者ネットワークを考慮した路線、更に橋梁歩道部

については、長寿命化修繕工事と併せ、冬期間の交通安全確保のた

めの整備を進めてまいります。

受入態勢の整備に関して、これを契機に IC丁等を活用した多言語対応等による観光案

内所やデジタルサイネージ等の案内板の設置、スマー トフオンを通じた トータルでの多言

語情報提供体制整備など、インバウンド観光に対応するための予算化を図ることも必要と

考えますが、見解を伺います。

回答 :イ ンバウンド観光に対応するための受入整備については、盛岡北口への多言語対

応可能なタブレットを配備した臨時観光案内所や新幹線南、北改

札口から観光案内所への誘導案内板の設置、令和 4年 10月 から  _́

運用開始した7か国語対応のデジタルマツ

ジックトリップまち歩きマツプ」の掲載店

て、現在検討を進めております。

〔

「
Ｉ

2023年 3月定例会 会派代表質問より

5月 8日以降の新型コロナウイルス感染症の医療体制について質問

市道や歩道の融雪装置の整備方針について質問

ニューヨーク・タイムズ紙「2023年に行くべき52カ所」の一つに
盛岡市が選ばれて、旅行者への受入態勢の整備について質問



市では令和 2年度から4年度までコロナ禍での公共交通事業者に対して地方創生臨時交

付金を活用して支援を行つてきました。また、農畜産業における肥料及び飼料の高騰に対

する支援として、令和 4年度内に「肥料等高騰対策支援金」を交付しておりますが、今回

の県の動きに同調して、更なる支援に関しての考えを伺います。

回答 :新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の減に燃料費の高騰が重なり、

厳しい状況が続いていると伺つておりますので、更なる支援策について検討してまいり

たい。肥料や配合飼料については、市を含め国、県においても様々な価

格高騰対策を講じてきたものの、生産資材等の価格の高止まり状況にあ

り、生産者が営農を断念することが無いよう、国、県の施策の状況と価

格動向を注視し、必要な支援を請じたいと存じます。

国としても賃上げを経済界へ促すのであれば、中小零細企業には公的な支援が必要だと

考えますし、市としても地場中小への支援について、どのような施策を考えておられるの

か伺います。

回答 :中小零細企業の賃上げが進まない理由のひとつに、原材料費などの価格上昇分を

適正に価格に転嫁できないため、収益の確保が困難となつていると認識しており、市とし

ては、労働生産性、企業収益の向上に繋がるデジタル化等の取り組みを支援するととも

に、企業サポー ト専門員による経営相談を強化してまいります。また、物価上昇の影響を

受けている従業員を守るため、賃上げを行つていただくよう関係機関・商工関係団体と連

携し、国などが実施している支援策を効果的に活用いただけるよう取り組んでまいりたい

と存じます。

民間保育所の閉園時の対応として公立保育所の必要性が増していると思います。民営化

実施計画を凍結し、市の基幹保育として公立保育所を存続させる考えについて伺います。

回答 :保育所等の急な閉園は園児や家庭への影響が大きいことから、やむを得ず転園が

必要となる場合には、保護者の希望や安定した保育環境の確保を第一と考え、市、公立保

育所、私立保育所が連携してまいりたいと存じます。また、本市はこれまで、民間保育所

の持つ機動性や柔軟性を生かして、多様な保育サービスを提供するた

め、公立保育所の民営化を進めてきたところであり、今後も保護者か

らのご意見に耳を傾け、民営化により生み出された財源を活用し、子

育て施策の更なる充実を図つてまいりたいと存じます。

躍

公共交通事業者や農畜産業への更なる支援について質問

公立保育所の存続・民営化実施計画の凍結について質問



令和 5年 2月 7日に文科省が全国の教育委員会等に「いじめ問題への的確な対応に向け

た警察との連携等の徹底について」通知されたとの報道がありました。この通知を受け、

教育委員会や各学校において、警察に相談が必要と判断するための基準を踏まえ、教員だ

けでなく児童生徒や保護者にも、いじめの例と該当する可能性がある罪名を周知啓発する

ことで、いじめの未然防止、早期発見 。早期対応に繋がるのではと考えますが、今後の取

り組みについて併せて伺います。

回答 :文部科学省通知では、暴行や傷害、強制わいせつ、恐喝、脅迫など、犯罪行為と

して取り扱われるべきいじめ等と示されております。通知を踏まえた今後の取り組みにつ

いては、議員ご指摘の通り、児童・生徒や保護者にも、あらかじめ、警察に相談 。通報す

るいじめ例と、該当する罪名を周知啓発することは、いじめの未然防止、早期発見 。早期

対応に繋がるものと存じます。市教育委員会としましては、各学校に対して、犯罪行為と

して取り扱われるべきいじめになどは、警察に相談 。通報を行い、適切な援助を求めるこ

とを保護者等に対しても周知するよう通知したところであります。

児童生徒は様々な情報機器を利用していると思われ、メタバース空

間で過ごす時間が増加するという予測もありますが、メタバースに関

して、今後どう教育をされていかれるのか伺います。

回答 :不登校の児童生徒の居場所 。学び作りの場づくりとしてメタバースを活用した支

援に取り組んでいる他県の事例もありますので、情報収集、メタバースの社会への普及や

児童生徒の心身への影響などについて調査研究してまいります。

令和 4年 6月 1日 に文部科学省から夜間中学の設置 。充実に向けた取組の一層の推進に

ついて (依頼)の通知が市の教育委員会にあつたことと思います。義務教育を修了しない

まま学齢期を経過した方や、不登校など様々な事情により十分な教育を受けられなかった

方、外国籍の方などが再び学ぶ場として、夜間中学がますます重要な役割を果たし、その

期待も高まつてくると考えますが、夜間中学設置する考えについて伺います。

回答 :令和 5年 1月から岩手県教育員会が市町村教育委員会ととも

に行つている「夜間中学についてのアンケート調査」について、今

後、県と連携しながら、その内容を分析し、市民の潜在的ニーズを把

握するとともに、教育機会の確保に向けて取り組んでまいりたいと存

じます。

いじめ行為で警察に相談する判断基準について質問

夜間中学の設置について質問

メタバースに関して、今後どうしていくのか質問

一“・）」一Ｆ」


